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東日本大震災により被害を受けられた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

同
窓
会
長
　
あ
い
さ
つ

　
令
和
３
年
度
、
盛
岡
大
学
は
開
学
４０
周
年
、
学

校
法
人
創
立
７０
周
年
の
ダ
ブ
ル
メ
モ
リ
ア
ル
イ

ヤ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
３
つ
の
記

念
行
事
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
記
念
式

典
で
、
創
立
記
念
日
で
あ
る
６
月
１５
日
に
細
川
泰

子
記
念
礼
拝
堂
で
記
念
礼
拝
と
同
時
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
二
つ
目
は
、
深
沢
紅
子
野
の
花
美
術
館
で

【
盛
岡
大
学
展
】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
つ
目

と
し
て
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
盛
岡
大
学

附
属
幼
稚
園
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
令
和

４
年
４
月
に
開
園
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
卒
業
生
の
皆
様
へ
報
告
に
な
り
ま
す
が
、

学
校
法
人
に
お
け
る
学
生
及
び
職
員
の
心
身
の
健

康
教
育
並
び
に
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を
図
る
た

め
の
構
造
変
革
の
一
環
等
の
理
由
に
よ
り
、
学
校

法
人
盛
岡
大
学
ウ
エ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
教
員
養
成
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
執
務
室
が
移
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
D

校
舎
二
階
に
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
同
窓
会
室
を

一
時
的
に
貸
し
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
期
間

は
令
和
５
年
３
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
了
承
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
皆
様
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
本
学
の
発
展
と
聖

陵
同
窓
会
へ
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

盛
岡
大
学

盛
岡
大
学

開
学
開
学
4040
周
年
を
迎
え
て

周
年
を
迎
え
て

盛岡大学聖陵同窓会
会長　菅原　元

令和 ４ 年 ２ 月 ２４ 日　撮影令和 ４ 年 ２ 月 ２４ 日　撮影令和 ４ 年 １ 月 ７ 日　撮影令和 ４ 年 １ 月 ７ 日　撮影

幼保連携型認定こども園
盛岡大学附属幼稚園
令和４年 ４月、厨川校地に開園！

令和 ４ 年度に附属厨川幼稚園と附属松園幼稚園が統合し、認定こども園として生まれ変わります！令和 ４ 年度に附属厨川幼稚園と附属松園幼稚園が統合し、認定こども園として生まれ変わります！
新しい園舎に響き渡るこどもたちの声が待ち遠しいですね！新しい園舎に響き渡るこどもたちの声が待ち遠しいですね！

2022.3 Vol.25
盛岡大学聖陵同窓会報
発行者／盛岡大学聖陵同窓会
事務局／〒020-0694
　　　　岩手県滝沢市砂込 808 盛岡大学内
　　　　電話 .019-688-5555
　　　　ホームページアドレス
　　　　https://morioka-u.ac.jp/seiryou/
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 大学の近況大学の近況

　盛岡大学・盛岡大学短期大学部の卒業式・入学式が大学・短大合同でアクティブホール（D２０１）にて行われました。新
型コロナウイルス感染症対策のため学科ごとに時間を調整して行いました。

　新型コロナウイルス感染症への迅速な対応
と学生・教職員の心身の健康の保持・増進の
ためウエルネスセンターが設置され、新型コ
ロナウイルスワクチンの接種が行われました。

　JA 新岩手・JA 全農いわてさまからお米と
野菜を寄贈いただき、学食でエール丼と夏野
菜カレー（各 ２００ 円）を提供しました。

　学校法人盛岡大学 ７０ 周年・盛岡大
学開学 ４０ 周年展覧会が深沢紅子野
の花美術館で開催されました。同窓
生の皆様の多大なるご寄付にお礼申
し上げます。

　聖陵同窓会の寄付で図書館に新しくブック
トラックとロッカーが設置されました。写真
はブックトラックです。学生たちに有効に使わ
れています。
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コロナ禍の 在学生の活動在学生の活動  
　私たちボランティア委員会　結 -You- は、復興支
援活動、教育支援活動、地域貢献活動などを行って
います。
　例年に比べ活動は激減したものの、今年度は、親
子向け行事の企画運営、チャリティーサンタ活動、
デイサービス訪問、開運橋の花壇清掃等の活動を行
いました。地域の方々と交流できることに喜びを感
じながら、どの活動も楽しく行うことができました。
　今後も地域の方々とのつながりを密に、様々な活
動を行いたいと思います。
� ボランティア委員会　結 -You-　令和 ３ 年度代表�
� 文学部児童教育学科 ３ 年　渡部�まあり

文学部児童教育学科
� 教授　石濵�博之
　ご縁があり2018 年 4 月に盛岡大
学に着任して、2022 年 3月に退職を
迎えました。丁度 4年間の大学生活
と同様に、4年間お世話になりまし
た。感謝。
　私が生まれ育った故郷は、名古屋
市に隣接する愛知県東海市です。現
在、東海市は製鉄の町（釜石市と姉

妹都市）ですが、私が育った頃は漁業と農業の町でした。そして、
江戸時代に名君と言われた上杉鷹山（米沢藩）を教えた細井平洲の
出身の町でもあります。
　細井平洲の教えの一つに、「学（がく）、思（し）、行（こう）、相須（あ
いま）つ」と説かれています。学び、考え、実行することが三つそろっ
て、初めて学んだことになると解釈されています。「学問するという
ことは、知識を得るためだけのものではなく、学んだことを生活に
生かして、よりよくしていくことが目的なのです」と主張しています。
盛岡大学の卒業生（同窓生）は、様々な専門領域で深みのある学び
をした後に、きっと実生活に生かし社会に貢献されることでしょう。
　最後に、満足したこと、うれしいこと、楽しいこと、辛いこと、
悲しいこと、納得できないこと、人生にはいろいろあります。やれ
る範囲で一生懸命やりましょう。そうすれば、きっとよいことがあ
ると確信しています。
　盛岡大学、さようなら。

文学部児童教育学科
� 准教授　山口�亮介
　盛岡大学に赴任した 4年
前の 4月、大学構内のいこ
いの広場では新入生に向け
てのサークル紹介などが行
われ、さんさ踊りやダンス
サークルの音楽が聴こえ、
活気ある学生の歓声が研究
室まで聞こえていました。し

かし、2年前より感染症対策に気を付けながらの授業やサー
クル活動が日常となりました。現在では、当たり前のこと
が当たり前にできていた事のありがたさを感じています。
　卒業生の皆さんと同じ時間を過ごすことができた 4年間
は、小学校教員としての経験を基に、学生の皆さん一人ひ
とりの指導力や実践力をつけることができればと力を尽く
してきました。音楽の授業では、音楽の楽しさや指導の面
白さを感じてくれていたことがとてもありがたかったです。
　教員の仕事は児童や生徒に種を渡す仕事だと思います。
その種は受け取った児童や生徒が大事に育ててくれると、
時間をかけて各々が素晴らしい花を咲かせます。学生であっ
た皆さんにも多くの種を渡せたのではないかと思います。
ぜひ、今度は皆さんがこれから出会う子供たちにその種を
渡してくれることを願います。今までありがとうございまし
た。

恩師からのメッセージ

　学友会では、クリスマス企画の一環として、コロナ禍の
中で最前線に立ってくださっている医療従事者の方々への
感謝の気持ちを込めて、イルミネーションを施しました。
多くの方々に喜んでいただきました。

� 学友会会長　文学部社会文化学科 ３ 年　髙﨑�皓太

　私たち学生広報スタッフは主に高校生やその保護者の
方々に盛岡大学の魅力を伝える活動をしています。昨年
の夏にはコロナウイルスの感染防止対策を講じ、久しぶ
りにオープンキャンパスを開催することが出来ました。通
常とは違う形での開催となりましたが、学生目線での盛
岡大学の魅力を伝えられた良い機会になりました。

� 学生広報スタッフリーダー　文学部日本文学科�4 年　熊谷�友里

※撮影時のみマスクを外しています。
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　「警察官になる」と決心し、たった一人で東
京の地を踏んで １４ 年が経とうとしています。
慣れない都会での生活に四苦八苦していた私
も、今では多くの部下に囲まれ、充実した日々
を送っています。
　近年の日本の犯罪情勢は、インターネット環
境の発展に伴うサイバー犯罪や、コロナ禍に便
乗した特殊詐欺等が増加傾向にあり、犯罪がよ
り多様化・巧妙化しています。そんな中、我々
警察官が確固たる「正義」を貫く為には、学び
成長し、適応する力を得なければなりません。
　私の学ぶ姿勢の基礎となったのは、ラグビー

部での活動です。初めて団体競技を経験した私
にとって、仲間と共に勝利を目指した日々は、
かけがえのない学びとなり、今では部下と共に
組織をより良く管理運営する為のチームマネジ
メント能力として活かされています。
　どんなに歳を重ねても、どんなに偉くなって
も、学び成長することを放棄した者に未来は開
かれません。皆様は、４年間という大学生活で
何を学び、どう活かすのでしょうか。今はまだ
漠然としていても、たとえどんなに小さな学び
でも、その積み重ねはいつかきっと自分の力と
なるはずです。

文学部児童教育学科
平成19年度卒業
警視庁上野警察署

警部補

齋藤　晃さん

卒業生は今卒業生は今

■ 編集委員
古里愛子（平成 ２４ 年度卒）/畑村とも子（昭和 ６０ 年度卒）/佐藤大裕（平成 １２ 年度卒）/上條尚樹（平成 １５ 年度卒）/長谷川健之（平成 １８ 年度卒）/
川田彩乃（平成 ２０ 年度卒）/佐々木啓（平成 ２３ 年度卒）/平佳那（平成 ２４ 年度卒）/松原千夏（平成 ２５ 年度卒）/杉澤佑（平成 ２６ 年度卒）/今野結（平成 ２８ 年度卒）

編  集  後  記
　２ 年続けてコロナ禍の話題となってしまいましたが、ウエルネスセンターによるワクチン接種や感染対策をした上での学生たちの活動など、昨
年度より前進している様子をお伝え出来たかと思います。次号ではアフターコロナの記事を掲載出来ることを願っております。最後になりましたが、
同窓生の皆さまには周年事業への多大なご寄付を賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。どうぞ引き続きご支援とご協力を賜りますよう心から
お願い申し上げます。

　
こ
の
会
報
で
も
随
所
で
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
学
校
法

人
盛
岡
大
学
の
７０
周
年
の
年
で
あ
り
、
１
９
８
１
年
に
開
学
し
た
盛
岡
大

学
の
開
学
４０
周
年
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
る
な
ら
ば
同
窓
会

で
も
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
や
総
会
な
ど
を
開
催
し
、
賑
々
し
く
祝
い
た

い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予

防
の
観
点
か
ら
、
１０
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第
４０
回
の
聖
陵
祭
は
中
止
と

な
り
、開
催
さ
れ
れ
ば
第
９
回
と
な
る
予
定
で
し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
園
祭
も
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

も
３
年
連
続
の
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
来
年
こ
そ
何
か
出

来
な
い
か
同
窓
会
と
し
て
も
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
聖
陵
同
窓
会
の
会
員
は
２
０
２
２
年
３
月
の
卒
業
生
を
も
っ
て
１

４
、０

０
０
名
弱
と
な
り
ま
す
が
、
転
居
等
に
よ
り
会
報
を
お
届
け
で
き
て
い
な
い

会
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
窓
生
同
士
で
お
話
し
す
る
機
会
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
同
窓
会
報
の
こ
と
を
話
の
端
に
の
せ
て
い
た
だ
き
、「
届
い
て
い

な
い
」と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
電
話
、
F

A

X
、“seiryou

@
m
orioka-u.ac.jp

”
宛
メ
ー
ル
等
で
住
所
変
更

登
録
を
お
勧
め
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

■
訃
報

板
井 

一
好 

先
生
（
元
盛
岡
大
学
栄
養
科
学
部
栄
養
科
学
科
　
教
授
）

　
令
和
３
年
7
月
3０
日
、
７０
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
６
年
間
、
栄
養
科
学
科
の
教
授
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
１０
数
年
間
、岩
手
県
北
地
域
を
対
象
と
し
た
コ
ホ
ー
ト
研
究
に
関
わ
り
、

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
教
育
と
研
究
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
在
職
期
間

中
は
「
地
域
環
境
論
」「
公
衆
衛
生
学
」
等
の
科
目
の
他
、
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
対
策
委
員
を
ご
担
当
さ
れ
、
国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
学
生
を

大
変
熱
心
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
板
井
先
生
の
温
か
い
お

人
柄
に
魅
か
れ
、
研
究
室
に
は
多
く
の
学
生
が
相
談
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

湯
沢 

康
晴 

先
生
（
元
盛
岡
大
学
文
学
部
児
童
教
育
学
科
　
教
授
）

　
令
和
３
年
８
月
3１
日
、
6５
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
盛
岡
大
学
に
は
平

成
２
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
3１
年
間
お
勤
め
に
な
り
、
平
成
2１
年

度
か
ら
平
成
2４
年
度
に
は
児
童
教
育
学
科
長
を
務
め
ら
れ
る
等
、
長
き
に

渡
り
本
学
教
育
運
営
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
在
職
期
間
中
は
「
教
育
哲
学
」「
西
洋
教
育
史
」「
道
徳
教
育
の
指
導
法
」

等
、
数
多
く
の
授
業
を
ご
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
へ
の
丁
寧
な
ご
指
導

を
は
じ
め
、
誰
を
も
優
し
く
包
み
込
む
よ
う
な
そ
の
お
人
柄
は
、
多
く
の

学
生
、
教
職
員
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

令和 2 年度 聖陵同窓会決算書
（令和 2 年 4 月1日～令和 3 年 3 月 31日）

収入の部 （単位：円）
項　　　目 予算額 決算額
終 身 会 費 2,700,000 2,750,000
入 会 金 1,350,000 1,375,000
雑 収 入 20,000 3,994

特定預金取崩収入 0 0
計 4,070,000 4,128,994

繰 越 金 2,322,624 2,322,624
合 計 6,392,624 6,451,618

支出の部 （単位：円）
項　　　目 予算額 決算額
事 業 費 2,910,000 1,361,540
事 務 費 10,000 0
通 信 費 50,000 6,902
会 議 費 200,000 1,097
慶 弔 費 100,000 22,000
旅費交通費 100,000 5,000

財政基金繰入支出 500,000 500,000
計 3,870,000 1,896,539

繰 越 金 2,522,624 4,555,079
合 計 6,392,624 6,451,618

事務局だより

　
同
窓
会
員
や
そ
の
保
護
者
様
よ
り
、
大
学
や

大
学
同
窓
会
を
名
乗
っ
た
名
簿
詐
欺
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
で
は
こ
の
同

窓
会
報
に
同
封
し
て
い
る
葉
書
以
外
の
情
報
収

集
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
に
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

周年記念式典会場の盛岡大学細川泰子記念礼拝堂で
挨拶する同窓会長
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